
         

         

         

 

 

 

 

 

 

 

      

 

～6/29(火) 第 1 回学校評議員会を開催～ 

学校運営協議会
コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル

（ＣＳ）の導入に向けて 
まずは地域学校協働活動のイメージづくりから 

 

先週の火曜日、6 月 29 日に本年度第 1 回目の学校評議員会を開催いたしました。

お忙しい中、また、雨で足下のお悪い中、学校評議員の皆様（下記一覧）には、本

校に足をお運びいただきました。心から感謝申し上げます。 

今年度は、「学校運営協議会の導入」に関わり、年５回の学校評議員会を予定して

おります。山形市では、裏面にありますように、令和４年度までに、すべての市立

学校がコミュニティ・スクールを導入することをめざしています。コミュニティ・

スクールとは、「学校運営協議会」が設置された学校のことです。「学校運営協議会」

とは、市教育委員会から任命された学校運営協議会委員が学校運営について話し合

う会議のことです。山形市では次のように説明しています。 

 

コミュニティ・スクールの導入は、名称や仕組みだけを新しくするものではあり

ません。学校、保護者、地域の方の「みんなで一緒に子供たちを育てていくんだ」

という意識をつくっていくことが大切です。 

 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会の設置）の導入背景は、子どもたちを

取り巻く環境や、学校・地域が抱える課題が複雑化・多様化し、学校と家庭の連携

だけでは解決が困難課題が増えていること、新学習指導要領において「社会に開か

れた教育課程の実現」に向け、地域・社会との連携・協働した活動を進めることが

益々求められるようになったこと、平成２９年３月に「地方教育行政の組織及び運

営に関する法律」が改正され、学校運営協議会の設置が努力義務化されたことなど

が挙げられています。 
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本校は、ご周知の通り、今年で１１０周年を迎えます。明治４４年の開校以来、

地域に支えられ、同窓会に見守られ、奨学会のご協力の下で、価値ある、しかも先

進的な教育活動を脈々と紡いで参りました。すでに、今で言う「コミュニティ・ス

クール」としての機能を充分に持ち合わせて歩んできたのではないかと思っていま

す。そのような中ですが、時代の進展とともに、より洗練された、より機能的な組

織やより充実した教育実践が望まれていることも事実です。 

このようなことに鑑み、これからの時代に相応しい第四小、これからの時代に相

応しい第四地区・第四学区の未来像なども、学校評議員会にてお話しいただきなが

ら「学校運営協議会」の導入について、イメージを確かにしてゆきたい、そう思っ

ています。 

評議員の皆様からも、大風呂敷を広げすぎないように、伝統ある第四小学校に合

う「学校運営協議会」を立ち上げ、地域とともに活動を展開してきた第四小学校に

合う「地域学校協働活動」を整理していく大切さをご教示いただきました。昨年度

の第２回目の学校評議員会では、市教育委員会社会教育青少年課の向田阿喜指導主

事兼社会教育主事様にお

越しいただき、制度の概要

についてお話しいただい

ており、少しずつ方向性が

はっきりして来ています。 

昨年度に引き続き、評議

員の皆様には、感謝致しま

すと共に、今後ともよろし

くお願い申し上げます。 

 

右のリーフレットは、令

和３年１月１５日号の広

報やまがた（市報）に掲載

された「コミュニティ・ス

クール」についての情報で

す。奨学会会員の皆様もご

覧になっておられると存

じますが、内容等をご確認

願います。 
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